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1 はじめに
今回の ｢パピルス｣編集の趣旨にはそぐわ
ないかも知れないが､幼稚園､小学校､中学
校の学校訪問を通 じて感 じていることを述
べたい｡
また､テーマの ｢生活を通して｣とは､日
常の生活体験を!l=.かしたり､生活にJ芯用した
りすることを意味するo Lかし､子どもにと
っての生新は､学校で学ぶ時間すべてを含む
ものであり､授薬における既習･liFliを生かす
ことも､生活体験を生かすと捉えたい｡
以下､次の3点から今後の算数 ･数学教育
を考えていきたい｡
○ 子どもの学習習蝦の祉立
○ 節数 .数学を学ぶ楽しさ
0 学びの述続性を重視した授業設計
2 子どもの学習習旧の確立
近年､教育汲程実施状況調査や国際的な教
育調査等から学力や学習実憶の結果が報告
されているo重点を放くべき学習内容等につ
いては､詳細に分析することで明らかになる
であろう｡ しかし､特に注目したのは､学ぶ
内容に興味がある生徒が少ない､勉強時間が
短いなど学ぶ意欲や学習習イ｣馴こかかわって
の課舷についてである.なぜなら､実際に生
活 ･学習習tHが確立していない児童生徒を前
にして格闘 Lている教師が多いからであるO
そのような子どもたちは､始めから関心意欲
をもって学習しているわけではない｡
弟:数 ･数学の授業を通 しての学習習tL'IL作 り
などと言えば本会の趣旨にそぐわないかも
知れないが､知織 ･技能の習得に向けて教材
研究 し筋道立てて教えていく授菜は見るこ
とはできても､児藍生徒が家庭でも一人学習
できるような力を付りていかなければなら
ないと考えて指滞 している授業にはあま り
出会わないo授業を通して問題を解くことが
できるようになったかどうかだけではなく､
自ら芋ぶことができるように打数 ･数字の授
某を通 じてどんな力を育てていけばよいの
か考えてみてはどうか0
3 顎故 ･数学を学ぶ楽しさ
自ら考えることが楽 しいと言える､また､
希数 ･教学の有用性を感 じている教師がどの
くらいいる-/iろうか｡
TT･少人数指導が展開されるようになり､
罪数 ･数学の指節方法の工夫が感んに行われ
ている｡ しかし､楽 しく授菜を展開 している
ように見えるが､教科の本質に触れた内発的
な励機付けとなる展ryFlは少ないo児在/i徒の
恥昧 ･関心 ･意欲を高めようとするなら､算
数 ･数学を学ぶ楽しさ､すぼらしさは何かを
教師白身が明確に昔放 していなければなら
ないだろう｡
-度､算数.数学を学ぶ有用性にも触れて､
授菜の終わりに実施 したいテス ト問題を作
成してみてはどうだろうか0校菜の出口から
議論 してもおもしろいと思 う｡
平成 14年 1月 17日に文部科乍省から
確かな学力のための2002アピール ｢学び
のすすめ｣が出されて以来､特に小学校の校
内研究U)教科 ･硯域が総合的な学習の時樹か
ら国語､算数に変わって しまった｡理由はと
もあれ､校内研究を通 して多くの先生方に算
数に浸ってもらいたいと思っている｡
4 学びの連続性をlTi祝 した授業設計
毎年管内全ての学校 (闘)を訪問させてい
ただいている｡校内研究-の取り組みは熱心
であり､どの教科 ･領域にあっても特に発達
段階や個々の子 どもの芙憶を考瓜 しながら
分かる授巣を追求 している姿勢には頭が下
がる思いである.しか しながら､ 1蝉イ立時｢,J-q
や 1単元を単位に して考えると索l哨らしく
研究されていても､幼稚園､小 ･中学校を連
続 してみると首を傾げることもあるO例えば､
一番よく遭遇するのが生活科の授業であるO
-邑成功のように見えても､実は幼稚園でも
同じような椿勅がなされていて､しかも幼稚
- Gq-
LEでの遊びの方がダイナ ミックで子どもの
気づさも豊富なことがある｡
幼稚副は環境を適して行 う教育であり､幼
県が頗極的に環境に関わっていくことが前
提であるn環境を適して行 う教育は､教師主
導の一方的な保育の履けFIではない｡また､幼
IJFlの活動に全く任せた保育でもない｡幼児の
主体作と教師の君国とをバランスよく絡ま
せて成 り立つ教育である｡胤児が殿位に深く
関わっていくとき､たくさんのことに自ら気
づき､アイデアが生まれ､無意織のうちに体
得するOつまり､遊びに夢中になればなるほ
ど活動は広がったり深まったりする｡したが
って､遊びとfT.ト習が未分化の段階では､幼児
の活助を了.測し環境構成 と援助を徹底 して
いく幼稚園の活動o)方がダイナミックにも
なり､主体的に学ばせることも可能となる｡
小学校低学年の穿数の授文で考えてみる
と､算数的活動を取り入れながら鵬r#lしてい
る授業にあっても､通 り一過の衝動になって
いたり､児蚤のはやる気持ちにフ レー キをか
けた りすることが捕一杯のような控等が多
いように思えるDせめて､叫)-Eの噂人や児品
が主体的にIF'.ili)]する場LAJlで壮環境構成 と援
助に徹 してみてはどうか｡ただし､教師の意
図に沿って児品のアイデアや気づきを見取
る力を付けなければ り舌勅あって学びなし｣
に陥る可能性もはらんでいるが｡
中学校にあっては､｢難しい数学｣に興味
関心を持たせようと工夫 した り分かりやす
く論理を展開 しようとしたりするなど必姥
である｡そして､毎時間を大切にしている思
いがひしひしと伝わってくる｡ しかし､小学
校 6年間の学びはどこへ行ったのだろうと
思うことが多い｡当然､小学校での加減乗除
の計算や公式など内容面の習熟が不十分で
あれば中学校の数学は指導別離となろうが､
開腹は学び方であるo
J^拝数から数学に変わろうが児童から生徒
になろうが､子どもの生活は連続 している｡
学問として深まれば深まるほど数字は一見
日常生活とはかけ離れてくるように思える
が､冒頭で述べたように､子どもにとっての
生桁は､学校で学ぶ時間すべてを含むもので
あり､岳時間の授業は子どもの生活そのもの
である｡したがって､幼児期に体得 した体験
や小学校で身に付けた､興味 ･関心 ･普欲､
数学的な考え方､知織や技能全てが引き継が
れていかなければならない｡そして､裸題に
直面したとき､生活体験を生かしたり既習事
項を生か したりしながら新 しい知育故や技能
を修得するkJLびこそが学ぶ意義と捉える必
壁があると考える.学ぶ音義をJ感じることが
できない生徒にとって生きる力となる学力
が身に付くはずがない｡
5 おわりに
学力低下の論談を背-iiL-に ｢碓かな学力U)育
成に｢占】けての新しい節敬 ･数学の在 り方Jに
ついて述べるとき､補充 ･発展的な取り扱い
や個に応 じた指鵜の展開等､具体的な準例を
例示し考えを述べようとも憩ったが､それは､
日々実践を和まれている学校現場の先生方
にゆだねることにした.その代わり現在幼稚
閑から中学校まで関わっている者として学
力向上について感 じていることを述べたo
まとめると､まず学力低下が確実ならば､
生活習悦 ･学習酬r王から改善していかなけれ
ばならないということである｡
次に､基礎基本の定瀬と言えば計算等のLti
/1k練習のみにEjがいくlji状や活軸は耗 しく
ても教科の本質に迫れない現状があることO
つまり､碓かな学力を育成するには､まずは
激帥白身が弟数 ･数学o)楽しさを知り､何が
A;鳩滝本として大切にされるべきか､何がよ
さなのかをしっかり捉えていかなければな
らないということであるO
そして､子とも主体の学習を間接にすると
き､子と1,の学びは辿続しているというi'L場
に立たなければ軌味 ･関心 ･意欲をわかせる
ことはできないと言う考えであるO幼 ･小の
iI携､小 ･中の連携をテーマに授業研究をし
てみてはどうだろうか｡
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